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慢性病下降期を生きる人々 の セ ル フ ケア の意味に
着目して支援する看護援助
谷 本 真理子 (千葉大学看護学部)
本研究は , 慢性 病下降期を生き る 人 々 の セ ル フ ケ ア の 意味に 着目 して 支援す る看護援助を, セ ル フ ケ ア の 意味 と援助方法,
なら び に援助 を通 して 見出 され るセ ル フ ケ ア の 意 味と援助方法の 関係か ら明 ら か にす る こ と を目白勺と した｡ 徐 々 に 身体状態
が悪化 し, 入退院を繰り返すか病状が改善せず長期入院とな っ て い る慢性病 Fー降期 に ある1 2名の 面接記録 と, 援助指針 に基
づき2 - 4 ケ月 間看護援助 を行 っ た 5名 の 看護援助 の 実践記録をデ ー タ と した｡ セ ル フ ケ ア の 意味 とセ ル フ ケ ア の 意 味に か
か わ る援助方法を質的帰納的 に分析 し, 9 つ の セ ル フ ケ ア の 意味と 7 つ の 援助方法 の 関係をみ た ｡ そ の 結果, 援助 を通 して
見出され る セ ル フ ケ ア の 意味 は, 【身体を感覚す る】 性質を基本と して , 【身体を了解する】 な らび に 【生き る価値 が意味づ
けら れ る】性質が 【生き方が明確 に な る】 性質に関連 しな が ら見出 され て い く もの と して 関係づけ られ た｡ こ れ は 《自己表
現を保障 ･ 明確化す る援助≫･と 《身体機能を安定 さ せ る援助≫《身体を安寧 に整え る援助≫を基本 に, セ ル フ ケ ア の 意味 の
深まりに応 じて 《ありた い 方向を支える援助≫《支援す る存在を示す援助≫《選択す る機会 を提供す る援助≫《意味 に問い か
け応答する援助≫ を行う ことを通 して 見出さ れ る もの と して示された ｡
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I . は じめ に
近年の 日本で は人口 の 高齢化や 医療技術 の 進歩によ
り, 一 生 涯にわたり病と共に生きる慢性病を持 つ 人 々が
急増 して い る｡ 彼ら の多くは加齢による生理的変化も相
ま っ て病状が不可逆的に進行し つ つ ある ｡ さ らに様々 な
合併症の 出現や複合的な疾患を併せ持 つ こ と で入退院を
繰り返し
, 今 ま で 以上 の 病状の 回復や維持が見込めな い
状態に ある人も多 い ｡ こ の ような , 病状 の安定した維持,
回復が見込めな い慢性病の 下降期を生 きる人 々 は, 思う
ように い かな い病状に生きる こと の 意味を見出せず, 病
状 の進行に伴 っ て増加する療養管理や必要とされる セ ル
フ ケ ア行動の獲得に意欲的に取り組むこ とが で きな い こ
とが多 い ｡ した が っ て 慢性病下 降期を生きる人々 へ の看
護援助にお い て は , セ ル フ ケアする こ とがそ の 人ら しく
生 きる こ と に つ なが る よう, セ ル フ ケ ア の
`
そ の 人に
と っ て の 意味
'
に着目 し て支援するこ とが重要で ある ｡
人 間と は自己の 存在 に関心をも っ て 存在する主体的
な存在, すなわち実存的な存在で ある1)｡ セ ル フ ケアは
｢個人が生命, 健康, 安寧 を維持するため に自分自身で
開始し, 遂行する諸活動の 実践｣2) で ある ｡ し たが っ て
セ ル フ ケ アは , 主体的に生き, 存在しようとするそ の 人
の生 き方を反映するもの とし て現れるもの で ある｡ 先行
研究で はそ の 人が どの ように生 きて ゆきた い かが そ の 人
自身に明確になるよう支援する ことによ っ て , そ の 人 の
セ ル フ ケア の 意味は, よりそ の 人の 人生観や価値観に基
づく意味に深まり, セ ル フ ケ ア が発展する ことが示され
た 3)｡
近年, 慢性病看護の領域にお い て は存在論的立場から
対象者の 体験世界の意味を探求する研究が多くみ られ て
きた 4)｡ こ れ ら の研究は , 対象者が そ の 人ら しく生きる
ため に, 対象者の体験を理解 して 支援する看護 - の示唆
を得る こと に貢献 して きた｡ しか し, 意味の 探求は ゴ ー
ル で は なくそ の 人 ら しく生き るため の 過程 5) で ある｡
したが っ て , そ の 人にと っ て の 意味が深め られ て いく過
程に, 看護の 実践は関与する ｡
そ こ で , 本研究で は, 慢性病下降期を生きる人 々 の セ
ル フ ケ アの 意味に着目 して支援する看護援助を, セ ル フ
ケ ア の 意味と援助方法, ならび に援助を通して見出され
る セ ル フ ケ ア の意味と援助方法の 関係か ら明らかにする
ことを目的と した ｡
Ⅱ. 用語の定義
1 . セ ル フ ケ ア : 自分自身にと っ て よりよ い 状態を目指
して 生きるために
,
自ら行う諸活動｡
2. セ ル フ ケア の 意味 : 実存的存在と して の そ の 人 に
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と っ て の セ ル フ ケ ア の 目的や理由｡
3 . 慢性病下降期 : 慢性病と取り組み生きて きた経過を
持 つ 人の 病状が不可逆的に進行､し つ つ あり, 今ま で以上
の 病状の 回復や安倉した維持が見込め な い 状態に ある時
期 ｡
Ⅲ . 研究方法
慢性病者が入退院を繰り返す公立病院の 内科病棟を選
定し, 2002年4月 - 2003年 4月 にデ ー タ収集を行 っ た｡
1 . デ ー タとデ ー タ収集方法
セ ル フ ケ ア の 意味の 抽出と援助方法の抽出, 援助を通
して 見出される セ ル フ ケア の意味と援助方法の 関係 を分
析するため に, 面接調査と看護援助の 実践過程からデ ー
タを得た｡ 以下 にそれぞれ の方法に つ い て説明する ｡
1) 面接調査: 面接は , 面接対象者が語りた い こ とを十
分に語るこ とを重視 して 対象者の体調を考慮 しながら可
能な限り複数回行 っ た ｡ 具体的な質問内容は, 今の 心境,
感 じて い る こ と , 考えて い る こ と , 自分 の ために努力し
て い る内容とそ の 理 由と した ｡ 2回目以降の 面接 で は,
1 回目の面接内容に つ い て の 面接者と して の研究者の 理
解 を面接対象者に返 し つ つ , さ ら に面接対象者の語りを
促すように し て 行 っ た｡ 逐語録に面接対象者の 診断名,
病気 の 経過など の基礎情報を追加 したもの を面接記録と
した ｡
2) 看護援助の 実践過程 : 看護援助は, 週3 - 4 回 日勤
帯にお い て研究者自身が受け持ち看護師と して援助対象
者に看護援助の 指針を持 っ て 行 っ た｡ 援助対象者との か
か わりの 直後に詰め所にて , 援助対象者の 言動 , 様子,
看護者と して の研究者(以下看護者) 自身の 言動, 思考,
感情 , 振り返り, 洞察を詳細に記録 した｡ また, 一 日 の
振り返りと今後の 看護の 方向性を検討 し記録 した｡ こ れ
ら の記録に援助対象者の 基礎情報を追加 したもの を援助
記録と し, 分析 に用 い た｡
看護援助の 指針は, 先行研究と既存の 文献から, そ の
人が どの よう に生きて ゆきた い の かが そ の 人自身に明確
になるよう , そ の 人 にと っ て の セ ル フ ケ ア の意味が深ま
るよう支援する ことと した ｡ こ れ には , 看護者と援助対
象者との 関係の構築が必要であるため看護者の基本姿勢
に, 看護者自身の 態度やあり方を含めた ｡ 具体的に は,
常 に関与する看護者自身の 態度やあり方を意識 し, 客観
視 しなが ら援助対象者の 意志 を尊重する態度をも つ こ
と, 援助対象者の あるがままの 姿をできる限りとらえ受
け入れる努力をも っ て 支援する ことと した｡ 看護援助の
指針に基づ き3 つ の 具体的な援助方針をお い た｡ すなわ
ち
, ①援助対象者の 反応からそ の 人 にと っ て の セ ル フ ケ
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ア の意味を吟味し つ つ , 今そ の 人 にと っ て 必要な援助を
行う こと , ②身体状態の 悪化を防ぎ, 維持, 回復を支え
るこ と , ④日 々 の 生活を可能な限り対象者にと っ て普通
に過 ごすことができるように支えるこ とと した｡
実践 の 過程にお い て は慢性病看護に精通 した ス ー パ ー
バ イザ ー を1名依頼した｡ また , 平素より病棟看護師や
医師な ど病棟ス タ ッ フ と非公式の会話を持ち看護援助内
容と看護者自身の ふ り返りに努めた ｡ 看護援助終了時は
プライ マ リ ー ナ ー ス に対象者の様子や変化に つ い て聴取
し, 看護者の 捉え方の吟味に用 い た｡
2 . デ ー タ分析
1) セ ル フ ケ ア の 意味の抽出
面接記録と援助記録から, セ ル フ ケ ア の 意味の抽出を
それぞれ行 っ た ｡ い ずれも個 々 の事例の全体を措きなが
ら , 事例全体が説明される こ とを意図し, 事例間の比較
による方法と した｡ まず1事例づ つ 逐語録 を熟読し, セ
ル フ ケ ア の 意味を表 して い る言動をま とまりごと に区
切 っ た ｡ そ の 性質の 類似するものを集めて カ テ ゴ リ ー 化
し, こ れ以上まとまらな い段階まで カ テ ゴ リ ー 化 して セ
ル フ ケ ア の 意味 を抽出した ｡ 次に, 2事例目を分析し,
事例 に よ っ て異 なる セ ル フ ケア の 意味が抽出され た場
令
, 先 に分析した事例を逐語録から見直し, 比較検討 し
て 結果を得た｡ こ れ を3事例目以降も続けた ｡ 最終的に
デ ー タ全体を見直し, 結果を得た｡
2) 援助方法の抽出
まず援助事例1事例に つ い て先に得られた セ ル フ ケ ア
の 意味にかか わる看護援助場面を取り出し, そ の場面に
お い て 行われ て い た援助方法を取り出した ｡ す べ て の場
面か ら取り出され たもの を, 性質の類似するもの を集め
て カ テ ゴ リ ー 化 し, こ れ以上 まとまらな い .段階まで カ テ
ゴ リ ー 化 し, 援助方法を抽出した｡ セ ル フ ケ アの 意味の
抽出の 過程と同様に他援助事例の分析を重ね, 最終的に
デ ー タ全体を見直し, 結果を得た｡
3) セ ル フ ケ ア の 意味と援助方法の 関係の 分析
まず, 援助事例毎に, そ の事例の援助経過に沿 っ て見
出された セ ル フ ケ ア の意味を整理 した｡ す べ て の援助事
例を比較し, そ の 共通点, 相違点を検討 した ｡
次に , 上記2) で取り出した援助場面のうち, 着目した
セ ル フ ケ アの 意味が , 対象者と のかか わり を通して異な
るもの が見出され て い る援助場面を取り出し, ①セ ル フ
ケ ア の 意味の 変容パタ ン (援助場面にお い て 見出された
セ ル フ ケ アの 意味の 前後関係) ②その 援助場面で行われ
て い た援助方法を取り出した｡ こ れを全援助事例に つ い
て行 っ た ｡
こ れ らを統合し, 援助を通して見出される セ ル フ ケア
の意味を導 い た ｡ そ して , セ ル フ ケ ア の意味を見出すこ
とにかかわ る援助方法を, 見出され た セ ル フ ケア の 意味
ごとに整理 した ｡
デ ー タ 収集 , 分析過程で は , 慢性病看護の 質的研究に
精通した研究者1名と妥当性 を検討しなが ら行 っ た ｡
3 . 倫理的配慮
文書を添えて 研究目的, 内容, プ ライ バ シ ー の 保護,
面接や援助を拒否 ･ 中断して も不利益が全くな い こ と を
説明し同意が得られたもの を研究対象者と した ｡ 面接対
象者には, 面接実施中面接対象者の 様子をみ て体調 へ の
配慮をした ｡ 援助対象者との かか わりの過程で 表出され
た個人情報に つ い て は , 援助対象者の看護に貢献する意
味で病棟看護師も共有した ほうがよ い と判断された内容
に つ い て, 援助対象者の 承諾を得て病棟看護師にも伝え
た ｡ 援助終了時に再度研究協力 - の 同意を得た ｡
Ⅳ . 結 果
1 . 研究対象者の概要 (表1)
面接対象者12名, 援助対象者は6名で あ っ たが援助者
との 関係が構築され , セ ル フ ケ ア の意味がよりそ の 人ら
し い 意味に深ま る こと を支援 したと考えられた 5名を分
析対象と した ｡ 全員が徐 々 に身体状態が悪化 し, 入退院
を繰り返すか長期入院とな っ て おり, こ こ 1年の 間に基
礎疾患の悪化を示す生理的デ ー タ の悪化 , もしくは合併
症の 出現や体調不良がみ られ て い た｡ 面接対象者2名を
除き, 移動や清潔維持などの 日常生活行動になん らか の
支援が必要な状況で あ っ た｡
2. セルフケアの意味
分析の結果, 9 つ の セ ル フ ケ ア の意味が抽出され た｡
〔不快な身体を感覚する〕 は, 意識状態の 回復等によ る
身体的不快や苦痛の 知覚の 発現 , 表情や筋緊張に現われ
た 身体的不快や苦痛を知覚した全体的雰囲気の 変化, 身
体の 不快感や苦痛の 表出等, 身体 の不快や苦痛を感じて
表現して い るもの であ っ た ｡
〔心地よ い 身体を感覚する〕 は, 意識状態の 回復等に よ
る身体の安楽の知覚の 発現, 表情や筋の 弛緩に現われ た
身体の安楽を知覚 した全体的雰囲気の 変化 , 病状 の 改善
や 身体ケア による安寧感の 表出等, 身体 の 心地よ さを感
じ て表現 して い るもの であ っ た｡
〔今 の 身体に向き合う〕 は , 意識状態の 回復等により身
体状況に意識が向く, 苛立ちや混乱が落ち着き身体の感
覚に注意が向く, 過去の 身体イ メ ー ジ か ら今の 身体に関
心が 向く等, 現実の 身体の 知覚や調子 ･ 身体像に注意や
関心が 向く こと で あ っ た ｡
〔身体横能の 限界と可能性 を把握する〕 は , 身体機能の
調子をみる行動や言動, 身体機能の 限界を量る行動や言
表1 研究対象者の概要
辛
例
年齢 . 性 別 研究対象者 の概要 ( 病名/特記す べ き療法/生活状況/転帰) デ ー タ収集 の概 要
面
揺
対
A 70歳後半男性 陳旧性肺結核, 肺 が ん/在宅酸素療法/ほ ぼ 一 日 ベ ッ ド上 に て フ ァ ウ ラ ー 位 です ご すo 日常 面接 2 回, 1回目50分/ 2回目40
生活全介助/面接 1 カ月 後に 死亡 分
B 70歳後半女性 気管支哨息, 不整脈/在 宅酸素療法/日常生活 は自立/退院 面接 2 回, 1回目90/ 2回目80分
C 60歳前 半男性 気管支拡張症/在 宅酸素 療法, 夜間人工 呼吸療法/日常生活 は 自立/退院 面接 2 回, 1回目40/ 2回目40分
D 70歳後 半男性 慢性気管支 灸 陳旧性肺結核. 白内障, 慢性 胃 灸 陳旧性脳梗塞/在宅酸素療法導 入/視力 面接 1回75分
低下もあ り, ベ ッ ド上 から自分からは 動かな い/退 院
E 80歳前 半男性 慢性肺気腫 , 背部 風 前立腺肥大症 , 白内障, 食道裂孔 ヘ ル ニ ア/在宅酸素療法/トイ レ歩 面接2 回, 1回目90/ 2回目50分
行の み 何 とか可能/退院
F 70歳後 半男性 気管支拡張免 陳旧性肺結核/在宅酸素療法/ベ ッ ドにい る ことが多い が身の回りのこ とは自立/退院 面接2 回, 1回目60/ 2回目40分
G 80歳前 半女性 心不全, 陳旧性心筋梗塞, 本態性血小板減少ヨ瓦 在宅酸素療法 /入院前は自宅内で は A D L自立し 面接 3 回, 1 回目50/ 2回目40/
象
てい たが . 入院中は心不全悪化 にでベ ッ ド上 安静o トイレは ポ ー タブ ル使用/老人ホ ー ム入所待機 3回目15分
H 70蔵前 半女性 慢性 腎不全 , 肺腺維症 , 気管支鴨 息, 不整脈, 高血 圧 , 陳 旧性脳梗塞,
′
慢性呼吸 不全/血 面接 2回, 1 回目60/ 2回目80分
者
液透析 /ベ ッ ド上 で 身の 回りの こ と は自立o ポ ー タ ブ ル トイ レ使用/退院
Ⅰ 80歳 後半女性 慢性 腎不 全, 高血圧, 細菌性腹膜炎/夜間腹 膜透析 /病室内で 身の 回りの こと は 自立/退院 面接 2 回, 1 回目80/ 2回目60分
∫ 80歳前半男性 食道が ん 術後, TIA, , 高血圧 , 慢性腎不 全 ( 保存期)/移動 時は 歩行器使用o ポ ー タ ブ ル ト 面接 2 回, 1 回目90/ 2回目60分
イ レ使用/入院治療継■続
K 70歳後半男性.すい 臓 が ん , 糖尿病 , 陳旧性心筋梗塞/身の 回りの こ とは 自立/退 院 面接 1 回90分
L 80歳前半男性 C 型肝炎, 肝臓癌の 再発, 陳 旧性肺結核 / 日常生活自立/退 院 面接2 回, 1回目50分/.2回目50分
揺
M 70歳前半男性 気管支拡張症, う つ 血性心不 全, 肺結核後遺症/在宅酸素療法/ こ の 1年間に 5回入 退院を 援 助期 間 2 ケ 月 (2 回の 入 院時
繰り返す○ トイ レ歩行 は可能/退 院 受 け持 ち) 総援 助日数29日
N 60歳前半女性■ 突発性肺線維症, 狭心症/在宅酸素療法/ こ こ 4ケ 月 に 3 回入退院を繰り返す○ ト イ レ歩行 援助期間2 ケ 月 (2 回の入 院, 外
助
対
象
は 可能o /援助終了 1 カ月 後死亡 来受診受け持ち) 稔援助 目数33 日
0 70歳前半男性 肺結核後遺症, 肺気腫 , 前 立腺 肥大症/在宅酸素療 法/携帯酸素 を用 い て トイ レ歩行 は 可能. 援 助期 間.4 ケ 月 (入 院時, 外 来
/退院 通院時受 け持ち) 絶技助日数11日
P 70歳前半男性 腎不全, 二 次性副甲状腺機能克進症, 腰胸椎圧迫骨折, 心不全/血液透析17年/ 4ケ月前 の腰胸 援 助観閲 2 ケ 月 ( 入院 時受 け痔
者 椎圧迫骨折後入院, 介助 にて ポ
ー タブ ル トイ レへ の 移動は 可能/退院/環助終了2 ケ月後死 亡 ち)_給援助月数20日.
(1 50歳後半女性 糖尿病性腎症 , 左大腿 骨骨折術後. 不 明熱/血液透析, 透析 2年/2年前 より不明 熱 溢水 援 助期 間 3 ケ 月 ( 入院 時受 け持
で 入退院を繰 り返すo 移動 は全 介助/援助終了 2 カ 月後死亡 ち) 総援助 日数32 日
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動, 目的をも っ た療養法 へ の 取り組み , 自分にと っ て よ
りよ い 状態を目指 して行う療養法の試行錯誤等, 身体機
能を自己評価 し限界がわかる こと を通し て残され て い る
可能性を発見 して いく こと であ っ た｡
〔生 きる価値を志向する〕 は , 不満や迷 い の 表出, 日 々
の 療養内容を必死に果たす行動, 望 みや願 い , 目標 , 希
望, 支えに つ い て の 表出など, 意識的, 無意識的にかか
わ らずそ の 人にと っ て 価値ある方向に向かうその 人の あ
りようで あ っ た ｡
〔経験を価値 づける〕 は , 普段 の 療養習慣や病状悪化の
経験な どがそ の 人 に意味づ けられる等, 日常的な出来事
や新たな体験が対象者の価値観に基づ い て 意味づ けられ
るもの で あ っ た｡
〔自己の ありようを表出する〕 は , 自分 の 思 い や気持ち
を表現する , 自分を客観視 して 表現する , 自分に つ い て
の洞察を語る等, あり の まま の 自分に関心を向けて 表現
して い るもの であ っ た｡
〔自己存在を問 い 直す〕 は, 自分の 存在の 意味 - の 問 い
の 表出, 自分の 存在の苦悩の 表出等, 今の 自分の 存在に
関心 を向けて そ の 意味に つ い て ふ り返るもの であ っ た｡
〔生 き方を方向付ける〕 は, 療養内容の 遂行等を今ま で
の 生き方に意味づ ける , 今後の 生き方を明言する等, 自
分の 存在の しか たに つ い て の 意志や , こ れ か ら どのよう
に生きた い か に つ い て の 表明がされるもの であ っ た｡
3 . 援助方法
分析の 結果, 7 つ の援助方法が抽出された ｡
《自己表現を保障 ･ 明確化する援助≫ は , そ の 人が表現
して もよ い と思えるよう共感的態度をも っ て 傾聴し, 香
ね , 焦点化, 対話する こ と で そ の 人自身の 表現が促され
て い く援助であ っ た｡
《身体機能 を安定させ る援助≫ は, 生 命を維持 し, 二 次
的障害を予防し, 身体能力と行動の バラ ン ス を調整した
り, そ の 人 の 自己調整を誘導 しながら意識化すること を
促す援助であ っ た｡
《身体の 安寧を整える援助≫ は , 身体負担を緩和 ･ 軽減
したり, 身体の 心地よ さを誘導する等, 身体 の 安楽に働
きかける こと で , そ の人が全体と して 安寧で あるように
整える援助であ っ た ｡
《支援する存在を示す援助≫ は , そ の 人の 存在を肯定 し,
そ の 人を理解しようと存在 し, 支援する意思 を伝えて 傍
に い る こ と で , そ の 人が看護者の支援者と して の 存在を
認知するように存在する援助で あ っ た ｡
≪ありた い 方向を支える援助≫ は , そ の 人 の 態度を受け
い れ , 行動の 意味を察 して そ の行動を支え, 要望を引き
受け, 意向を察してそ れを満た して いく援助であ っ た ｡
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《意味に問 い か け応答する援助≫ は, 対象者の 行動や気
持ちの 変化を見出し, そ の 変化に つ い て 問 い かけたり,
そ の意味に問 い かけ対話する援助であ っ た｡
《選択する機会を提供する援助≫ は, 対象者が意思 決定
をするため の 根拠となる情報や , 行動の 選択肢を具体的
に呈示するこ と で , そ の 人が自分にと っ ても っ とノも
よ い
こ とを選択する ことが で きるようにする援助であ っ た ｡
4 . セルフケア の意味と看護援助の関係
1) 援助経過に沿 っ て 見出され る セ ル フ ケ ア の 意味
援助事例毎に見出された セ ル フ ケ ア の意味を援助経過に
沿 っ て整理 した ｡ 事例M の 経過を表2 に示した｡ こ れ
を全事例行 い , 相違点と共通点 を検討した結泉 〔不快
な身体を感覚する〕〔心地よ い 身体を感覚する〕 は, す
べ て の援助事例に見出されたが , 他 の 7 つ の セ ル フ ケ ア
の 意味は事例によ っ て 見出され るものが異な っ て い た｡
しか し, 援助経過に沿 っ て 見出される セ ル フ ケアの 意
味の順序には共通性がみ られた ｡ すなわち 〔身体に向き
合う〕 意味が見出され て か ら 〔身体機能の 限界と可能性
を把握する〕, 〔生きる価値を志向する〕 が見出され て か
ら 〔経験を価値付ける〕, 〔自己の ありよう を表出する〕
が見出され て か ら 〔自己存在を問 い 直す〕 つ い で 〔生き
方を方向付ける〕 であ っ た｡
援助経過に沿 っ て 見出され る セ ル フ ケ ア の意味の 順序
悼, セ ル フ ケ ア の 意味内容の 類似性を, 援助を通し て深
め られ る セ ル フ ケ ア の 意味の観点から検討したと こ ろ ,
〔不快な身体を感覚する〕〔心地よ い 身体を感覚する〕 か
ら 【身体を感覚する】, 〔今 の 身体に向き合う〕〔身体機
能の 可能性と限界を把握する〕 か ら 【身体を了解する】,
〔生きる価値を志向する〕〔経験 を価値付ける〕 か ら 【生
きる価値が 意味 づ けられ る】, 〔自己の ありよう に気 づ
く〕〔自己存在を問 い直す〕〔生き方を方向付ける〕 から
【生き方が明確になる】性質が抽出された ｡
表2 事例M の援助経過に沿 っ て 見出された セ ル フ ケア
の意味
援助経過(数字は援助日数) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0lコ12 13 14 15 16 17 18
不快な身体を感覚する ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
心地よ い 身体を
感覚する ● ー ● ● ● ●
今の 身体に向き合う ● ● ● ● ●
身体機能の可能性と
限界を把握する
● ● ● ● ● ●
生きる価値を志向する ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
経験を価値づ ける ● ●
自己のありように気づく ● ● ● ● ● ● ● ●.
自己存在を問い 直す ●
生き方を方向付 ける ● ●
表3 事例M 援助を通 して 異なるセ ル フ ケ ア の 意味が 見出され た援助場面の 分析 (一 部抜粋)
M さ ん の概 要 :7 0歳代前半, 男性 o 気管支拡張症 , う つ 血性心不 全, 肺結核後 遺症 に よ る慢性 呼吸不全 ○ 在宅酸素療 法 ( 酸素1.2 5 L) 実施中○ 動脈 血
二 酸化炭素 分圧80台o 酸素分圧50台o 二 酸 化炭素ナ ル コ - シス で 1 年に 5 回入院す るo 病 院で は 状態が改 善す る と携 帯酸素 を持 つ て 散歩をす る姿 がみ
られて い た○
新 た なセ ル フ ケ ア の 意味が見出され た援助場面 の要 約 (セ ル フ ケ ア の 意味を示す内容 に旦_土かかわ りを通 セ
ル フ ケ ア の 意味の
セ ル フ ケ アの 意 味に
かかわ る援助)j法
して 見出されたセ ル フ ケ ア の 意味 を示す 内容に旦且 セ ル フケ アの 意 味に かかわ る援助 方法 を示 す内容に 変容 パ タ ン
( #1 ⇒ # 2)
二 酸化炭素 ナ ル コ - シス の た め に 腹臆とす る M さん に
, 董塗董整室…き # 1心地よ い 身体 を * 1身体槻能 を安定
萱肇≡肇排疲がみ られる と . 疾がで て楽 に な つ た と言 う# 1o それ で も顔面蒼 白に なりながら もうつ ろ 感覚す る =〉 させ る 援助
な表情 の まま吸入を続 ける M さ ん に援朗要撃萱藁豪董萱墨重量萱萱肇萱 # 2不快 な身体 を感 *_2 自 己 表 現 を保
い｣ と言 い #2L 援 助者は 休憩す る ことを促した ○ 覚す る 証 . 明確化す る援助
-t f-. .二 = ニー､
# 1不快 な身体 を感
* 1 自 己 表 現 を 保
読 . 明確化す る援助
.==萱書 ｢古 し い で す｣ と 岩 つ # 1がそ のま まつ つ ら つ つ らとしてA.:.: 董壬
至 M さん は 排疾 しよう と 呼吸法 を行 つ て い る が 董藍三毒嚢
･盲-
∴
:耳王I 耳.,:_.
･
つ て しま つ た . . . l と ぼ つ りと言う○ 続けて ｢ 良 くな
J LiA ヽ
覚する =ラ
# 2 自 己 の あ りよ
うに 気づ く
* 2 身体機能を安定
させ る援 助
* 3支援 する 存在を
示す援助
つ て い る とき ると. 病気 の 方が先行 して しま い ます から . . ｣ #2 と
仁コ ○ ~了
入 院して ばか #■2 ｢ 婦長 さん あた りも . . . M さ んま た入院して きて
なん て思 つ て い る ん で し よ う
M さ ん は寝 て ば かりい ると 呼吸 を荒 げながら足踏 み 運動を して い る #1 #1生 きる 価値を志
向する =〉 * 1 自 己 表現 を 保め て . 少 しして .は を 二
息 を鼻で やや 強め に吐 きなカ ･ます｣ と い つ ○ そ して ｢ 鼻 がつ ま ると苦 しい の で 鼻炎 ス #2今 の 身体 に向き
あう
証 . 明確化す る援助
プレ ー を出して ほ しい j #2 と援助 者に 言 つ た ○
治療の 効果もあり 身体状態 が安 定して きた が. M さん は ｢ あまり体調がよくな りませ ん｣ と い うo ｢ もつ と
#1生 きる価 値を志
向す る ⇒
# 2 自 己 の あ り よ
う に気 づ く
* 1支援す る存在 を
示す援助
* 2 自 己表 現 を保
証 . 明確化す る援助
プ つ J: E ` ` 看 い . ′ ､†丁弄_ て い .
r'.l■.#1.
.,...誉=こ‥ ･ー=.=† =.≡ , -=J=.ー=.=悪 二 #:= ,.-.=,:r ･-I..毎.:蔓.= :-=J:.=P
喜毒嚢 M さ ん は 座り込 ん だ援助者を不思 議そう に見 . ｢デ ー タ が前の よ うに 良く
A :ヌヽ - ム ー 口 0.=== ..二二 崇 :.:::.∴ :::二 コ
時 に ス プ レ ー ( 手持ちの 吸入 ス プ レ ー ) を使 つ て い た ん 日をお い て から ｢ あまり言う
と医師 にあて つ けて い る み た い で - . 我慢 して い る ん で す｣ とポ ッリ ボ ツ リと話 したo *2
M さ ん は増量され た酸 素量が ｢身体 に なじみ の 悪 い｣ と言う # 1o 歩行後 の呼 吸苦の 緩和 に 向けて 自分 な
# 1不快 な身体 を感
覚す る =>
# 2 身体械能 の 限界
と可能性 を把握す る
* 1身体機能 を安定
させ る 援助
* 2 選択す る横会 を
提供 す る援助
り に酸素を調整す る など試行錯 誤して い る o 酸素流量を下 げない よう に 医師や 看護師から言 わ れ て い る が .
≡三…. M さん は . そ の 数値 をちらちらと見 なが ら歩行 を続けた ○ #2
体調が それ なりに安 定して きて 退 院が近 い こ とを感 じ. さら に妻 の 体調が悪 い こと を知 つ た M さん は . 追
# 1自 己の ありよう
に気づ く=〉
# 2自 己存在 を問い
直す
* 1意味 に問 い か け
).t1答す る援助
* 自 己表現 を保証 .
明確化す る援助
院後 を不安 に思う こ とや 子供が い なく てさ び し い ことを時折 こ ぼ す よう に なつ て い た# 1○ 援助者が M さ
′=一の ことが どう なる かわから ない 自分が こ
蚕衰. 逆 に ｢ど
M さん は ｢病塾
れ か ら どう な
う思し･ます か?｣ と援 助者 をま つ す ぐ見て尋 ねて きた # 2
垂≡棄≡と, ｢ 難しい . 答 えが で ない す よJ と言 つ た#2
援助 者が吸入を持 つ て い く と . M さ ん 自ら ｢ 吸入が基本 で すから｣ と い い , 手持 ちの 吸入ス プ レ ー の 使 い
# 1 身体機 能の 限界
と可能性 を把握 する
=〉
# 2生き 方を方向づ
ける
自己表現を保証 . 明
確化す る援助
選択す る機会 を提供
をが 実 は よくわか つ て い ない と吉 つ o さら に退 院後 に や つ て みよ つ と思 つ 療養 の 工 夫
≡:: 二::I: i-ロ 0 ≡:;:. I.::: ～.
萱o 援助 者 と具体的療 ≡ こ#1 後 , M さん は ｢ 気管支拡 張症は 昔から 治療 法が ない
病気｣ と言 つ て ｢ 体調を戻す た め には 体重 を増 や して い く こ とが重要と思 い ま す｣ と言 い . 続けて ｢ 身体 する 援助
の ことが基本で す｣ ｢-一 日で も早く退院 しようと思 い ます｣ と援助 者の 顔をま つ す ぐ見て 言 つ たo #2
図1 援助 を通 して 見出される慢性病下 降期を生 きる
人々 の セ ル フ ケ ア の意味
表4 セ ル フ ケ ア の意味を見出すことにかかわる援助方法
セ ル フケア の 意 味の 自己表現 身体槻 身体を 支援す ありたい 意味に 選択す
変容に 関わる を保証 . 能を安 安寧に る存在 方向を 問 いか る磯会
援助方法 明確化す 定させ 整える を示す ~支える け応 答 を保傑
セ ル フ ケ アの意味と
その性質
る援助 る援助 援助 援助 接助 す る援
助
す る援
助
身体 を感
発する
不快な身体を
感覚する ○ ○
心地よい身体
を感覚する ○ ○ ○
身体を了
解する
今の 身体に
向き合う ○ ○ ○
身体機能の
限界と可能性
を把握する
○ ○ ○
生きる価
値が意味
づ けられ
る
生きる価値を
志向す る ○ ○ ○
経験を価値付
ける ○ ○
生き方が
明確 にな
る
自己の ありよ
うに気づ 〈 ○ ○ ○ ○
自己存在を間
い 直す ○ ○ ○ ○
生き方を方向
付け る ○
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2) セ ル フ ケア の 意味と援助方法の 関係
援助事例 ごと に, 援助を通 して異なるセ ル フ ケア の 意
味が見出された援助場面を取り出し, セ ル フ ケ ア の 意味
の変容パ タ ンとそ の 援助場面に 関わ っ て い た援助方法を
取り出し整理 した ｡ 事例M か ら取り出され た援助場面
は34場面, 事例N は20場面, 事例0 は2場面, 事例P は
10場面, 事例 qは11場面で あ っ た｡ 事例M の 分析結果
を 一 部抜粋し表3 に示 した ｡ 全援助事例の セ ル フ ケ ア の
意味の 変容パ タ ンを整理したと こ ろ , 54パ タ ン取り出さ
れ た｡
54パ タ ン の セ ル フ ケ ア の 意味変容の相互 関係を整理し
たと こ ろ
,
セ ル フ ケ ア の 意味はさまざまに相互に関連し
ながら変容して い た ｡ こ の相互 に変容する関係 をセ ル フ
ケ ア の 意味の 性質をみ て 位置づ けたと ころ , 援助を通し
て 見出さ れる セ ル フ ケ ア の 意味は, 【身体を感覚する】
性質を基本と し て , 【身体を了解する】 な らびに 【生き
方が明確 になる】 性質が, 【生 きる価値が意味づ けられ
る】 性質に関連して位置づけられた (図1)｡
次に見出され た セ ル フ ケ ア の 意味ごと に, 援助方法を
位置づけ整理 した｡ そ の結果, セ ル フ ケアの 意味を見出
すこ と にか かわ る援助方法は, 《自己表現を保障 ･ 明確
化する援助≫《身体機能を安定させ る援助≫《身体を安寧
に整える援助≫ を基本 に, セ ル フ ケ ア の 意味に応 じ て
《支援する存在 を示す援助≫《ありた い 方向を支える援
助》《選択する機会を提供する援助≫《意味に問 い かけ応
答する援助≫ を重ねて い くもの と して示された (表4)｡
Ⅴ . 考 察
1, 慢性病下降期を生きる人々 の セ ル フ ケ ア の意味
Lindahlは在宅人工呼吸療法を行う人の体験 を, ｢脆弱
で 立ち直りの 早 い 身体｣ ｢今を生きる こと の 骨折り｣｢ 負
担で あり身体を救うもの と して の 機械｣ と述 べ た 9)｡ こ
れ は慢性病下降期にお ける, 死 に近 づ き つ つ も遠ざかる
こと を繰り返す不安で負担感の大き い療養生活の体験 を
示 したもの と考える ｡ 不安は人間に生 きる方向性 を失わ
せ , 自分が なん であり, 誰 で あるか の現実感がぼやけて
しまう 8】｡ 今臥 慢性病下 降期を生きる人 々 の セ ル フ ケ
ア の 意味に つ い て , 身体を了解する性質と生 きる価値が
意味づけられる性質が , 生き方が明確になる性質に関係
づ けられたと い う こと は, 病状が徐々 に悪化する中で 今
ま で も っ て い た価値観と身体とが禿離 し, セ ル フ ケ ア の
意味を見出しにくくな っ て い る状況にある ことが示され
たもの と い える だ ろう｡
一 方 で , 慢性病下 降期を生きる人々 の セ ル フ ケ ア の 意
味は , 身体を感覚する性質が基本に位置づけられた ｡ 身
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体の 感覚に働きかけるケ ア がそ の 人 の セ ル フ ケ ア の促進
に役立 つ こ とが報告され て い る
6) が, 本研究の 結果で
は, 身体を感覚する こと自体その 人めセ ル フ ケアに目的
的な意味がある ことが位置づ けられ た｡ さ らに心地よ い
感覚と不快な感覚は , どちらも慢性病下降期を生きる人
にと っ て は意味があるもの であ っ た｡ こ れ は身体状況の
悪化によ っ て は不快さえも感 じられず, 生命 の危機に陥
る可能性がある慢性病下 降期を生 きる人々 の特徴を示す
もの と考える｡ 一 方 で価値体系の発達的出発点は快であ
る 7) と い わ れ
, 慢性病下 降期を生きる人々 にと っ て心
地よ さを感 じ取る ことが で きると いう ことは , そ の 人 の
価値形成の基盤となる上 で重要と い える ｡ 以 上より, 悼
性病下降期を生きるそ の 人 の セ ル フ ケ ア の 意味は , 身体
を感覚する ことを基盤に現実の 身体に気づき了解し, そ
の 人 の 無意識, 意識的な価値に気づ い て 日 々 の 生活や療
養内容が意味づ けられ て い く こと で , 今を生きるそ の 人
の生き方がそ の 人自身に明らか になる こと で深め られる
と いえる ｡
2 . セ ルフケアの意味に着目して支援する看護援助
本研究で 示された , 援助を通 して 見出される セ ル フ ケ
ア の意味は , 看護者と の 相互作用を通して 見出されたも
の で ある ｡ 意味とは , 相互主観的な性質をもち , 意味を
探ると い う こと は向かおうとする方向を見出そうとする
もの である10)｡ つ まり
,
か か わりを通して 看護者が対象
者の セ ル フ ケ ア の 意味を見出し援助すると いう ことは ,
そ の 人自身が意味を見出すこ と に つ なが ると いえる｡ こ
れ を支える援助方法には 《自己表現を保障 ･ 明確化する
揺助≫《身体機能を安定させる援助≫《身体を安寧に整え
る援助≫ が基本に位置づ けられた｡ つ まり , 看護者が慢
性病下降期にある人 の 不安定な身体機能を整え, 慢性病
を持ち長く生きて きたそ の 人自身に関心をも っ て 理解し
て い くと いう こ とが , そ の 人自身が自分にと っ て の意味
を見出して いく こと に不可 欠で ある ことが示された ｡
本研究の結果で示され た , 見出されたそ の 人 にと っ て
の 意味に応 じて重ね て い く援助の ありようは , 独自な存
在であるそ の人 の セ ル フ ケア の , そ の 人にと っ て の 意味
の 深まりに向け, 看護者は対象者の何を捉えて 支援する
の かを方向付けるもの と して 活用で きると考える ｡
3 . 本研究の限界と今後の課題
本研究は研究者1名の実践過程を分析 した ｡ 今後は複
数の 看護者による検証と , より多様な対象者の 特徴によ
る相違点を明確にし て いく ことが必要で ある ｡ また , 本
研究で は対象者と看護者の 関係の構築された援助事例を
分析であり , こ の援助関係構築過程を明らか にする こと
も必要で ある｡ さ らに, 意味を見出すこと に位置づけら
れ た援助方法を獲得する方法に つ い て明らか にする こと
が実践の質の 向上 に必要と考える｡
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